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2025万博  大阪・関西へおおさか掲示板
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こども医療費助成の対象者を拡大します

10月は里親月間です
　大阪市では約1200人もの子
どもたちが親元を離れ、施設や里
親等の家庭で生活をしています。
　里親制度には「養育里親」や
「養子縁組里親」があることはご
存知ですか？
　将来にわたって生みの親と暮ら
せない子どもと「養子縁組」をし
て、法律上も親子になった方のお
話を聞いてみませんか？

　大阪市では、すべての子どもたちが安心して必要な医療を受けることができるよう、こども医療費助成の対象者を、平
）。でま）了修校学中（歳51は行現（。すまし大拡にでま歳81らか分療診月11年92成

　助成を受けるには申請が必要です。新たに対象となることが見込まれる方に、交付申請書をお送りしています。
　また、7月11日以降に大阪市に転入された方には、10月中旬に交付申請書を送付予定です。
　お早めにお手続きください。

1回目／10月12日(木) 養子縁組里親の方のお話 
2回目／10月19日(木) 養子縁組をした子どもの立場から
3回目／10月26日(木) 里親制度を学ぶ
いずれも 14：00～16：00

セミナー「家族・親子・絆～養子縁組里親の場合～」
日　　時

難波市民学習センター会　　場
各回先着30人定　　員 無料費　　用
ホームページまたは電話（難波市民学習センター 6643-7010）申し込み

市内在住の方対　　象

対 象 者

こども相談センター  4301-3156 6944-2060問い合わせ

こども青少年局こども家庭課
6208-7971 6202-4156

問い合わせ

平成29年11月からの制度概要
大阪市内にお住まいの、国民健康保険や被用者保険に加入している、0歳から18歳（18歳に達した日以後
における最初の3月31日）までの子ども

所得制限額

扶養人数3人の場合の所得制限額に、
1人につき38万円ずつ加算した額

扶養人数
0人
1人
2人
3人

4人以上

所得制限額
622万円未満
660万円未満
698万円未満
736万円未満

※0歳から12歳（小学校修了）までについては、所得制限なし
※生活保護を受けている方や、国などの公費負担によって医療費の
全額支給を受けることができる方などは、助成対象になりません。

大阪市　里親 検  索

魅力あるまちをめざしてもっと
　大阪市では、地域の歴史や文化、人々のつながりなど、これまで大阪が育んできた有形無形の資産や個性を活かし、
都市の魅力を一層高めるまちづくりに取り組んでいます。

　“生きた建築”とは、歴史と文化、そして市民の暮らしを支
えつつ、時代に合わせ様々な形で変化・発展しながら、い
きいきとその魅力を物語る建築物等のこと。イケフェス大
阪は、それらの一斉特別公開イベント。充実のプログラム
に加え、今年は、“生きた建築”が生まれる現場も特別公開！

生きた建築ミュージアムフェスティバル大阪2017（イケフェス大阪2017）

経済戦略局観光課
6469-5163
6469-3896

建設局道路課
6615-6787 
6615-6582

問い合わせ

観光魅力向上のための歴史・文化的まちなみ創出事業（かんまち事業）

オーガニックビル（中央区南船場）

日本生命周辺（北浜） 整備状況

ダイビル本館（北区中之島） 
※いずれも昨年の様子

10月28日（土）、29日（日）
開催日前後の期間にも多数のプログラムを実施
大阪市内各所（御堂筋およびその周辺ほか）
生きた建築ミュージアム大阪実行委員会
詳細は実行委員会HPをご覧ください。

ツイッターでも最新情報発信中！ @ikitakenchiku
大阪市総合コールセンター
4301-7285 6373-3302

日　　程

会　　場
主　　催

問い合わせ

イケフェス大阪 検  索

10月はごみ減量強化月間です

関西最大級の出店数（約480店）となるガレージ
セールを開催。
みんなで物を大切にしましょう。

10月14日（土）10：30～14：30（雨天中止）日　　時
大阪城公園　太陽の広場場　　所
環境局家庭ごみ減量課  6630-3259 6630-3581問い合わせ

ごみ減量フェスティバル「ガレージセール・イン・ＯＳＡＫＡ ＴＯＷＮ」

大阪市　食品ロス 検  索

食品ロス削減国民運動ロゴマーク
「ろすのん」

簡単にできる「食べきり」などで“もったいない”をなくしませんか？

に ぎ

2025年万博を大阪・関西へ

経済戦略局万博誘致推進室  6615-3036 6615-7433問い合わせ

引き続き2025日本万国博覧会誘致委員会会員も募集中
登録はホームページから EXPO2025 検  索

新たに、幅広く市民の皆さんから、万博誘致への賛同署名を募っています。
区役所等に設置の用紙へのご署名による応援をよろしくお願いします。（受付：平日9：00～17：30）

賛同署名にご協力を！

　万博開催国決定の大きなカギを握るアフリカで誘致活動を行うた
め、8月下旬に吉村市長（誘致委員会副会長）はアフリカ開発会議閣僚
会合の機会を活用し、大阪万博でめざす未来社会がグローバルな課題
解決につながることなど、大阪開催の魅力を強くアピールしました。

モザンビーク・南アフリカでのＰＲ活動

　新たなまちなみの個性を引き出すため、歴史的・文化的資
産等が集積する船場地区で官民が連携して、無電柱化や周辺
景観と調和した道路の整備、案内板の設置等を行い、賑わい
創出や、集客を図っています。
　　 無電柱化は、災害時の電柱等の倒壊防止、歩行者等の
　　 通行空間の確保及び良好な景観形成等の効果が期待
　　 できます。
！

　大阪市のごみ処理量（一般廃棄物）は、着実に減少しています。
　しかし、家庭から出る普通ごみ33万トンのうち、約４万トンはまだ食
べられるのに捨てられている「食品ロス」です。これは1日あたり、ごみ
収集車約80台分もの量になります。
　“もったいない”と思いませんか？
　大阪市では、『生ごみ３きり運動』（食材の「使いきり」、料理の「食べ
きり」、捨てる際の「水きり」）や、会食等の始めと終りで残さず食べる
『３０・１０（さんまるいちまる）運動』を推奨しています。


